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小
寺
電
子
製
作
所
の
半
自
動
端
子
圧

着
機
「
Ｃ
Ｐ
Ｘ
―
Ｌ
Ｔ
」
は
皮
を
む
い

た
電
線
を
差
し
込
み
、
ボ
タ
ン
を
押
す

だ
け
で
、
だ
れ
で
も
正
確
、
安
全
に
端

子
が
圧
着
で
き
る
。
電
線
を
差
し
込
む

作
業
を
あ
え
て
自
動
化
せ
ず
、
機
能
を

絞
っ
て

万
２
５
０
０
円
と
価
格
を
抑

え
た
の
が
特
徴
。

　
少
ロ
ッ
ト
に
対
応
す
る
同
社
の
小
型

全
自
動
電
線
切
断
皮
む
き
機
「
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
」
と
併
用
す
る
と
、
ワ
イ
ヤ

ハ
ー
ネ
ス
の
電
線
加
工
が
、
必
要
な
と

き
に
必
要
な
だ
け
簡
単
に
で
き
る
。
少

ロ
ッ
ト
や
単
品
の
生
産
に
加
え
、
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
の
普
及
で
よ
り
要
求
が
高

ま
る
試
作
な
ど
の
期
間
短
縮
に
も
最
適

だ
。

　
端
子
台
な
ど
の
収
納
箱
や
端
子
リ
ー

ル
が
付
く
専
用
台
も
オ
プ
シ
ョ
ン
で
選

択
で
き
、
そ
の
場
で
ハ
ー
ネ
ス
の
完
成

も
可
能
。
小
型
、
低
価
格
の
た
め
複
数

台
を
併
用
し
て
端
子
用
金
型
の
交
換
の

手
間
を
省
く
な
ど
使
い
勝
手
も
よ
い
。

　
よ
り
一
層
の
環
境
負
荷
低
減
を
目
指
し
、
次
世
代
自
動
車
と
し
て
、
内
燃
機
関
と

電
気
モ
ー
タ
ー
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

Ｈ
Ｖ

や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
自
動
車

Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ

、
電
気
モ
ー
タ
ー
の
み
で
駆
動
さ
せ
る
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

の
普
及
が
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
全
性
や
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
自
動
車
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
の
導
入
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
状

況
を
背
景
に
自
動
車
を
構
成
す
る
部
品
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　
「
世
界
に
ま
だ
な
い
未
来
を
競
え
。
」
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｅ
ｔ
ｅ
！
　
Ａ
ｎ
ｄ
　
ｓ

ｈ
ａ
ｐ
ｅ
　
ａ
　
ｎ
ｅ
ｗ
　
ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
を
テ
ー
マ
に
「
第

回
東
京
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
」
が
開
幕
す
る
。
世
界

カ
国
か
ら
１
７
７
社
１
８
０
ブ
ラ
ン
ド
が

参
加
し
、
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
ク
ル
マ
や
関
連
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
を

展
示
す
る
。
主
催
は
日
本
自
動
車
工
業
会

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ

。
一
般
公
開
日
は

月

日
か
ら

月
１
日
ま
で
の
９
日
間
。
開
催
時
間
は

時
か
ら

時
ま
で
。
会
場

は
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
、
入
場
料
は
大
人
１
５
０
０
円
、
高
校

生
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
は
無
料
。

世
界
に
ま
だ
な
い
未
来
を
競
え
。

東５ホールＥ５１０１のＮＴＮブースは同社製イ
ンホイールモーターを搭載したＥＶ車両を展示

日
か
ら
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

東京モーターショー２０１３
いよいよ開幕

東５ホールＥ５２０８のＫＴＣブースで
は観賞用の美術工具も展示されている

自動車部品 次
世
代
社
会
構
築
に
貢
献
す
る
技
術
・
製
品
に

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １１月２２日 金曜日 　　

　
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は

「
技
術
立
国
・
日
本
」
を
象

徴
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
モ

ー
タ
ー
シ
ョ
ー
。
同
展
に
は

最
新
の
自
動
車
と
自
動
車
関

連
技
術
・
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

が
一
堂
に
会
す
。
今
回
は
国

内
外
メ
ー
カ
ー
が
４
２
６
台

の
最
新
車
両
・
車
体
を
展
示

す
る
。
そ
の
う
ち
、
国
内
初

公
開
の
ジ
ャ
パ
ン
プ
レ
ミ
ア

車
両
は

台

乗
用
車

台
、
商
用
車
４
台
、
二
輪
車

台
、
カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
２

台
、
車
体
２
台

。
来
場
者

が
最
も
期
待
し
て
い
る
世
界

初
公
開
の
ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ

ア
車
両
は
前
回
の

台
を
上

回
る

台

乗
用
車

台
、

商
用
車
３
台
、
二
輪
車

台
、
カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
３

台
、
車
体
６
台

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
東
京
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
で
は
車
両
や
車
体
だ

け
で
な
く
、
部
品
、
機
械
器

具
、
サ
ー
ビ
ス
、
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
展
示
、
紹
介

に
も
注
目
し
て
欲
し
い
。
そ

こ
か
ら
ク
ル
マ
が
ど
う
進
化

し
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
ク

ル
マ
が
社
会
と
ど
う
か
か
わ

っ
て
行
く
の
か
、
と
い
う

「
未
来
」
が
み
え
て
く
る
か

ら
だ
。

　
今
日
の
「
安
全
性
能
」

「
快
適
性
能
」
「
環
境
性

能
」
の
向
上
は
完
成
車
メ
ー

カ
ー
の
み
な
ら
ず
、
素
材
メ

ー
カ
ー
や
部
品
メ
ー
カ
ー
の

技
術
開
発
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。
ま
た
、
ク

ル
マ
の
こ
う
し
た
性
能
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
で
は
機
械
器
具
の
高

性
能
化
が
貢
献
し
て
い
る
。

　
「
も
う
ひ
と
つ
の
モ
ー
タ

ー
シ
ョ
ー
」
と
し
て
、
前
回

か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
の
が

主
催
者
テ
ー
マ
事
業
の
「
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
　
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｌ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」
。

Ｋ

Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ａ
　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ

Ｒ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
く
ら
し
に
、

社
会
に
つ
な
が
る
ク
ル
マ
た

ち

を
今
回
の
テ
ー
マ
に
掲

げ
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
だ

け
で
な
く
、
住
宅
メ
ー
カ
ー

や
電
機
メ
ー
カ
ー
、
情
報
通

信
企
業
、
研
究
機
関
が
参
加

し
、
ク
ル
マ
を
取
り
巻
く
近

未
来
社
会
、
暮
ら
し
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
。

会
場
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

西
４
ホ
ー
ル
と
会
議
棟
の
屋

上
展
示
場
。
入
場
は
無
料

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
の

入
場
券
が
必
要

。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

エ
キ
シ

ビ
ジ
ョ
ン

テ
ス
ト
ラ
イ
ド

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
―
で
構

成
さ
れ
る
。
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ

ン
の
テ
ー
マ
は
「
ク
ル
マ
と

く
ら
し
の
明
日
」
。
自
動
車

メ
ー
カ
ー
、
情
報
通
信
、
電

子
機
器
、
住
宅
、
素
材
な
ど

の
メ
ー
カ
ー
や
研
究
機
関
が

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
テ
ー

マ
を
訴
求
し
た
展
示
・
提
案

を
行
う
。

　
自
動
車
の
技
術
開
発
は
自

動
車
の
車
両
安
全
性
や
快
適

性
の
向
上
、
環
境
負
荷
の
低

減
な
ど
の
た
め
の
開
発
に
加

え
て
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力
網

や
ス
マ

ー
ト
ハ
ウ
ス

次
世
代
環
境

住
宅

な
ど
、
自
動
車
を
含

め
た
我
々
の
生
活
に
関
わ
る

技
術
開
発
へ
と
姿
を
変
え
て

き
て
い
る
。

　
自
動
車
の
安
全
、
快
適
性

の
向
上
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
技
術
の
進
化
が
貢
献
し
て

い
る
。
現
在
普
及
が
進
ん
で

い
る
衝
突
回
避
シ
ス
テ
ム
、

車
線
逸
脱
防
止
支
援
シ
ス
テ

ム
、
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ク
ル
ー

ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

を
利
用
し
た
安
全
技
術
や
車

両
走
行
制
御
技
術
が
さ
ら
に

進
化
す
れ
ば
、
完
全
自
動
運

転
の
実
現
や
自
動
車
の
ロ
ボ

ッ
ト
化
に
近
づ
く
。

　
ま
た
、
Ｅ
Ｖ
や
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ

に
搭
載
さ
れ
た
蓄
電
池
を
自

動
車
用
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
住
宅
用
蓄
電
池
と
し
て

も
利
用
す
る
方
法
の
提
案
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
、
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ

ス
に
自
動
車
を
組
み
込
み
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え

る
。
電
力
供
給
の
ピ
ー
ク
時

は
も
ち
ろ
ん
、
非
常
時
に
自

動
車
の
蓄
電
池
か
ら
、
電
力

を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
い
ま
や
自
動
車
の
技
術
開

発
は
自
動
車
単
体
の
「
安
全

性
」
「
快
適
性
」
「
環
境

性
」
の
向
上
を
目
指
し
た
技

術
開
発
を
す
る
の
で
は
な

く
、
社
会
全
体
の
「
安
全

性
」
「
快
適
性
」
「
環
境

性
」
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

技
術
開
発
へ
と
変
化
し
て
い

る
。
自
動
車
部
品
技
術
は
変

革
の
時
を
迎
え
て
い
る
。
中

で
も
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は

自
動
車
用
電
子
部
品
の
進
化

だ
。
部
品
メ
ー
カ
ー
各
社
は

技
術
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
る
。


